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聖書は 「平和の福音」 と言われるが､一方で旧約聖書に
は戦争や暴力の記事が出てくる。 「好戦的」にさえ見え
る旧約の神ヤハウェは、 「あなたの敵を愛しなさい」と
イエスが教えた愛の神と同じ神なのか ? 平和神学を奉
じるメノナイトの旧約学者が､旧新約を貫く「平和のビ
ジョン」を解き明かす。
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旧約聖書の平和論
神は暴力・戦争を肯定するのか
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